様式第１０（東広島市測量等業務希望型指名競争入札試行要領第７条関係）

会社の履行実績の申立書
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　

様式３に記載した同種又は類似業務の履行実績について、その詳細は次のとおりです。

	1. 業 務 名
	

	2. 発注者名
	

	3. 契約金額
	                                        円

	4. 履行期間
	   年   月   日    ～      年   月   日

	5. 業務の詳細
	（1） 上記業務の解析区分について、該当する□を黒塗りし、（　　）に業務の対象面積等を記載してください。

　　□　氾濫解析業務　　　　（　　　　　）ha

  　□　流出解析業務　　　　（　　　　　）ha

（2） (1) に記載した業務の解析対象項目として該当するものの□を黒塗りし、その他の場合は（　　）に必要項目を記載してください。

　　□　水量

　　□　水量・水質

　　□　河川

　　□　氾濫解析

　　□　その他(                                                )
（3） (1) に記載した業務のモデル化について、該当するものの□を黒塗りし、その他の場合は（　　）に必要項目を記載してください。

   □　メッシュサイズでモデル化　　サイズ　(   　　m×  　　 m)程度
□　管渠上にモデル化            管渠　φ(        mm)程度
　 □　末端程度の管渠上又は最小管径末端管渠にモデル化

　 □　その他(                                         )
（4） (1) に記載した業務の解析モデルの構築について、実施したものの□を黒塗りし、その他の場合は（　　）に必要項目を記載してください。

    □　降雨損失解析

　　□　表面流出解析

　　□　管渠内解析
　　□　溢水解析

　　□　地表面氾濫解析

（5） (1)に記載した業務を解析するに当たって使用したソフトとして、該当するものの□を黒塗りし、その他の場合は（　　）に必要項目を記載し、資料を添付してください。

　　□　ＮＩＬＩＭ1.0（国土交通省　国土技術政策総合研究所）

　　□　ＩｎｆｏＷｏｒｋｓＣＳ（イギリス水理研究局　ｳｫｰﾘﾝｸﾞﾌｫｰﾄﾞ水理研究所）

　　□　ＭＯＵＳＥ（デンマーク大学環境工学研究所　デンマーク水理研究所）

　　□　ＸＰ－ＳＷＭＮ（アメリカ環境保護局　フロリダ大学　ＸＰ Software）

□　その他　　ソフトウェア名(                 )
              開発者名　　　(                 )

なお、上記解析ソフトウェアとともに「二次元不定流モデル」を使用する場合、そのソフトウェアの名称
ソフトウェア名  (                        )


注１　1から4は、様式３「会社の履行実績に関する調書」と同一とすること。

添付書類　① 実績に係る成果物の概要書
② 使用した解析ソフトウェアに関する資料として、国土交通省が推奨・紹介していることがわかる資料。
(ＮＩＬＩＭ1.0,ＩｎｆｏＷｏｒｋｓＣＳ,ＭＯＵＳＥ,ＸＰ－ＳＷＭＮの４種類については②の資料免除)

様式第１１（東広島市測量等業務希望型指名競争入札試行要領第７条関係）

配置予定技術者(管理技術者)の履行実績の申立書

　　商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　

様式３に記載した同種又は類似業務の履行実績について、その詳細は次のとおりです。

	フリガナ
	
	生年月日
	　年　　月　　日

	氏名
	
	
	

	 eq \o\ad(所属の支店名等,　　　　　　　　　　)
職名
	

	業務名
（TECRIS登録番号）
	発注機関名
	履行期間
	契約金額
	職務上の立場
	業務の概要

	
	
	
	
	
	

	 業務の詳細
	（1） 上記業務の解析区分について、該当する□を黒塗りし、（　　）に業務の対象面積等を記載してください。

　　□　氾濫解析業務　　　　（　　　　　）ha

  　□　流出解析業務　　　　（　　　　　）ha
（2） (1) に記載した業務の解析対象項目として該当するものの□を黒塗りし、その他の場合は（　　）に必要項目を記載してください。

　　□　水量

　　□　水量・水質

　　□　河川

　　□　氾濫解析

　　□　その他(                                                )
（3） (1) に記載した業務のモデル化について、該当するものの□を黒塗りし、その他の場合は（　　）に必要項目を記載してください。

   □　メッシュサイズでモデル化　　サイズ　(   　　m×  　　 m)程度
□　管渠上にモデル化            管渠　φ(        mm)程度
　 □　末端程度の管渠上又は最小管径末端管渠にモデル化

　 □　その他(                                         )

（4） (1) に記載した業務の解析モデルの構築について、実施したものの□を黒塗りし、その他の場合は（　　）に必要項目を記載してください。

    □　降雨損失解析

　　□　表面流出解析

　　□　管渠内解析

　　□　溢水解析

　　□　地表面氾濫解析
（5） (1)に記載した業務を解析するに当たって使用したソフトとして、該当するものの□を黒塗りし、その他の場合は（　　）に必要項目を記載し、資料を添付してください。

　　□　ＮＩＬＩＭ1.0（国土交通省　国土技術政策総合研究所）

　　□　ＩｎｆｏＷｏｒｋｓＣＳ（イギリス水理研究局　ｳｫｰﾘﾝｸﾞﾌｫｰﾄﾞ水理研究所）

　　□　ＭＯＵＳＥ（デンマーク大学環境工学研究所　デンマーク水理研究所）

　　□　ＸＰ－ＳＷＭＮ（アメリカ環境保護局　フロリダ大学　ＸＰ Software）

□　その他　　ソフトウェア名(                 )

              開発者名　　　(                 )

なお、上記解析ソフトウェアとともに「二次元不定流モデル」を使用する場合、そのソフトウェアの名称　　　　　　ソフトウェア名  (                        )


注１　太枠は、様式4「配置予定管理技術者の資格に関する調書」と同一とすること。

添付書類　① 実績に係る成果物の概要書
② 使用した解析ソフトウェアに関する資料として、国土交通省が推奨・紹介していることがわかる資料。

(ＮＩＬＩＭ1.0,ＩｎｆｏＷｏｒｋｓＣＳ,ＭＯＵＳＥ,ＸＰ－ＳＷＭＮの４種類については②の資料免除)
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